Johanson's operation for post-traumatic urethral stricture by 酒徳, 治三郎 & 原田, 卓
Title外傷性前部尿道狭窄に対するJohanson手術
Author(s)酒徳, 治三郎; 原田, 卓










外傷性 前部尿道狭 窄に対 す るJohanson手術
京都大学医学部泌尿器科学教室(主任:加藤篤二教授)
酒 徳 治 三 郎
原 田 卓
   JOHANSON'S OPERATION FOR POSTTRAUMATIC URETHRAL 
                     STRICTURE 
                  Jisaburo SAKATOKUand Takashi  HARADA 
         From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 
                         (Director : Prof. T. Kato, M. D.) 
   The Johanson's procedure is used as one of the operative treatment for severe urethral 
stricture. The operative procedure which is performed by two divided steps is principally the 
application of Denis Browne's method for hypospadias. 
   This report deals with a case of 46 years old male with anterior urethral stricture in which 
the transurethral procedure was impossible to be done but treated with the Johanson's opera-
tion with satisfactory result. Discussions were made on the selection of indication and the 
technical cautions of this operation.
緒 言
高度な尿道狭 窄に対 す る手術 的療 法の1つ と
してJohanson手術3)がある.本 術 式は2段 階
に分け て行 なわれ,原 則的には尿道下裂 に対 す
るDenisBrowne法を利用 した ものである.す
なわち,第!次 手術 は尿道 の狭窄部 を全長にわ
たっ て切開 して尿道粘膜 を露 出 させ る.こ の部
位の創面が治癒 した後 に,第2次 手術 と し て
DenisBrowne法にて新尿道 を形成す るわけ で
あ る.
われわれは,尿 道狭窄の手術 的療法 として外
尿道切開術,intubatedurethroplasty,pull-
throughoperationなどを主 として実施 して来
た.今 回,高 度の外傷性前 部尿道狭 窄の1例 に
Johanson手術 を試 みて,満 足すべ き成績 を得























































































尿道狭窄は古 くより泌尿器科 領域 において臨
床上,し ば しぼ遭 遇す る重要 な疾患 で あ っ た
が,そ の主 な原因疾患であ る淋疾が近年減少 し
たの でそ の頻度 もやや下降 している と考 え られ
る.し か し一方 では外傷や医源性の尿道狭窄は
かえって増加 している と推定 され,か つ先天性
の通過障害 も最近 では注 目をあびる ように なっ
て来 た.
尿道狭 窄に対 す る治療法 は単純 な ものではな
く,狭 窄の部位,程 度,性 状,合 併症 の有無 な
どに よって最 も適 当 と考え られ る手段 を講ず べ
きは勿論 であ る12)
治療法 は大 別 して経 尿道 的操 作 と観血 時手術
とに分たれ る.経 尿道 的操 作には金 属ブジーに
よる拡張 術や,拡 張後 カテ ーテル留置 が行 なわ
れた り,場 合に よっては内尿道 切開術 も試 み ら
れ る.こ れ らの手技 は一般 に患者 に与 え る侵 襲
が少 ない利点 もあ るが,反 復施 行せねばな らぬ
ことが少 な くな く,ま た尿 道内に器具 の挿入 が
不可 能 な症例では応用出来 ない難点 もあ る.
開放性 手術は狭 窄が高度で,上 記 の経 尿道 的
操作が不能 な症例や,経 尿道的操作では狭窄の
再 発が来 やす く繁雑 なものに対 して行 なわれて
来 た.方 法には様 々あるが,恥 骨上膀胱 切開に
よる順行性 ブジー挿入法,外 尿道切開術,こ れ
に狭窄部切除 をあわせ行 なって尿道吻合 を行 な
う方法 などが ある.さ らに この ような手 技の み
では狭窄 の再発が来やすい と して,い わ ゆ る
pu11-throughoperation(invaginationopera-
tion)も広 くとりいれ られ て来 た.さ らに1953
年Johansonによって発表 されたDenisBrowne
法 の応用 も,尿 道狭窄手術 として採 用 される よ























図4DenisBrowne法 に て縫 合 を 完 了.
























うに な り,本 邦 において も外塚11).宮崎9).川
井 ら6).井上 ら2,にまって追試 され,ほ ぼ満足
すべ き成績が述べ られ てい る.
われわれの教室 では尿道狭 窄に対 して は,ま
ず経尿道的操作を こころみ,こ れが不適当 また
は不可能 である時 に開放性手 術を施 行 し て い
る.現 在 までは外尿 道 切 開 術,pu11-through
operationなどが主 な術 式で,こ れ らに よって
ほぼ満足 すぺ き成 績を得 ていた.今 回の症 例は
狭窄部位 が前 部尿道に あったため,Johanson手
術が適 してい ると考 えて応用 した もので ある.
ここでJohanson手術の要点につ いて若千 の
考按を試みた い 第1次 手術 では尿道の狭窄部
を全長にわた って切 開 して露出 させ る.こ の際
には尿道内腔 を狭 窄の ない健常部 まで十分切 開
する ことが肝要 であ る.狭 窄部 に合併 している
腫瘍 や高 度の浸潤 巣 は同時 に切除 または掻爬 す
る.尿 道 と皮 膚の切開縁 は縫合 す る.こ の1次
手術 創が完全に治癒 してか ら2次 手 術 に う つ
す.そ の問はほぼ2カ 月以上 を要 す ると考え ら
れ る.第1次 手術時に は膀胱痩 または尿道痩 を
設置 す るが,尿 道 部の抜糸後 はカテーテル を抜
去 して,切 開創に開い た尿道端 よ り排尿 を させ
て支障 はない.狭 窄部が振子部 にある時 は第1
次手 術が容易で あるが,そ れ より後部 の ものは
粘膜皮膚縫合が単純 には行 ない難い.そ のため
Johansonは第2術 式 を紹介 している4).これは
陰嚢皮膚 よ り皮膚弁 を作製 して これ を利 用す る
方法であ る.し か しこの第2術 式 の第1次 手 術
はなお困難iな点が存 在す る た め,Lapides7),
Leadbetter8},Thompson&Rossie)などによ
って改良が試 み られてい る.
第2次 手術 は前 回手 術創 の上皮が完全 に覆復
し,全 く分泌物が消失 してか ら行 なう.こ の際
,前 切開創の近位 お よび遠位尿道開 口部 の径が
正常に保たれてい ることが必要 である.遠 位尿
道 口を含 み,尿道 の走行 に沿 って巾1.5～2.Ocm
の上皮弁 を残 す ように皮膚切開を加え る.切 開
の深 さはColles筋膜に達す ることが重要であ
る.縫 合法はDenisBrowne法に準 じてお こな
う われわれは原法に準 じて南京玉 とアル ミ管
を使 用 しているが,絹 糸に代 えてナイ ロン糸を
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用 いている.切 開創縁 を巾広 く合 わせ,背 面 に
減張切 開を加 えるのは,通 常 尿道下裂 に対 して
行 な うの と同様 であ る.最 近Fernandesら1}は
DenisBrowne法の代 りに連続 埋没縫合 を推賞
してい る.
本手術 の術 後合併症 としては狭窄の再 発,尿
道皮膚棲 形成,尿 道の憩室様拡張 などが あげ ら
れ,Kaufmanら5}は注意を喚起 している.そ
の他尿道結石発生,尿 失禁,陰 萎 など も残 す可
能性 も考 えられ る.し か しなが ら この種 の合併
症は尿道狭窄に対す る手術 であるか ぎ り,皆 無
にす る ことは期 し難い と思われ る.自 験例 はわ
ずか1例 のみ であるので,こ れ をもって しては
Johanson手術の価 値を判断す ることは出 来 な
いが,症 例 の適応 をえ らび,か つ上 に述 べた よ
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